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　当事業年度におけるわが国経済は、政府の経済政策や日本銀行

の金融政策により企業収益や雇用情勢に改善の動きが見られ、景

気は緩やかな回復基調となりましたが、個人消費の回復は依然と

して鈍く、新興国等の海外景気の減速に対する懸念や資源価格の

下落等、引き続き先行き不透明な状況で推移いたしました。

　当社の関連業界におきましても、生活防衛意識や節約志向、業

種業態を越えた企業間競争の激化が続き、厳しい状況で推移いた

しました。

　このような状況の中で当社は、「生活者の信頼に応え、豊かな

健康生活に貢献する」という経営理念の下、中期経営計画（平

成27年４月から平成30年３月まで）において「ポジティブエ

イジングケアカンパニーとして、健やかに、美しく、歳を重ね

ることに貢献する」という事業ビジョンに基づき、「持続的成長

に向けた新規事業領域の確立」を基本方針として「新規事業領

域の成長基盤の構築」「薬用養命酒の収益体質の維持」「生活者

視点に立った事業活動を基盤としたCSR経営の推進」の各施策

に取り組んでおります。

　当事業年度の業績は、「養命酒」の売上が前年同期を下回り、「そ

の他商品・サービス」の売上は前年同期を上回ったものの、売

上高は12,703百万円（前年同期比3.4％減）となりました。利

益面につきましては、「養命酒」の売上減少により、営業利益は

1,836百万円（前年同期比20.1％減）、経常利益は2,112百万

円（前年同期比18.6％減）となりました。当期純利益につきま

しては、社有地売却に伴う固定資産売却益527百万円を特別利

益に計上し、1,769百万円（前年同期比4.7％減）となりました。

第98期の業績の概要

　平素は格別のご高配を賜り厚くお礼申しあげ

ます。ここに、養命酒製造株式会社の第98期

（平成27年４月１日から平成2８年３月3１日

まで）の営業の概況をご報告いたします。

平成28年６月

代表取締役社長

塩　澤　 太　朗
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第99期（平成28年４月から平成29年３月まで）の見通しと
いたしましては、今後も消費者の節約志向、海外景気の減速の
懸念等厳しい経営環境は継続すると予想されますが、中期経営
計画の２年目として、その経営戦略の各施策を着実に推進し、
基本方針であります「持続的成長に向けた新規事業領域の確立」
を目指してまいりたいと存じます。
「新規事業領域の成長基盤の構築」につきましては、新たな成

長戦略として取り組んでいる「エイジングケア」「酒類」「くら
すわ・養命酒健康の森」「海外」の各分野における新商品の開
発・投入、販売促進等の必要な投資を積極的に行ってまいりま
す。具体的には 「食べる前のうるる酢」シリーズのさらなる充実、

「エイジングケア商品」の通信販売の強化、抗糖化等の機能を持
つ機能性表示食品等の開発、「健康」「美味しさ」「素材・本物感」
を訴求した酒類の開発・投入、「くらすわ」商品の卸売の強化等
に取り組んでまいります。また、重点市場として位置付けてい
る台湾では、平成28年４月に開設した駐在員事務所を通じて輸
入販売店との連携強化、市場調査等に取り組んでまいります。
「薬用養命酒の収益体質の維持」につきましては、新規飲用者

の獲得と既存飲用者の維持に向け、年齢層やエリアに即したク
ロスメディア戦略による効率的・効果的なプロモーション、広
告と連動した店頭販促活動を実施してまいります。

第99期の業績予想につきましては、売上高13,530百万円
（前年同期比6.5％増）、営業利益2,040百万円（前年同期比
11.1％増）、経常利益2,300百万円（前年同期比8.9％増）、当
期純利益は、前期の固定資産売却益による特別利益がなくなる
こともあり、1,570百万円（前年同期比11.3％減）を見込んで
おります。

第9９期の見通し
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経営理念とあるべき姿

経営理念
生活者の信頼に応え、

豊かな健康生活に貢献する

企業ビジョン 健全で、強い、良い会社

事業ビジョン

ポジティブエイジングケアカンパニー

として、健やかに、美しく、

歳を重ねることに貢献する

中期経営計画
（平成27年度～平成29年度）

基本方針
持続的成長に向けた

新規事業領域の確立

目標とする

経営指標

■  売上高145億円以上

　  養命酒120億円（国内115億円、

海外５億円）

　 その他25億円

■ 営業利益率15％以上

■ ROE５％

経営戦略

１．新規事業領域の成長基盤の構築

２．薬用養命酒の収益体質の維持

３． 生活者視点に立った事業活動を

基盤としたCSR経営の推進
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「養命酒」のテレビ広告
「養命酒」のテレビ広告

春節のギフト広告（シンガポール）

　新規顧客の獲得及び継続飲用者の維持を目指し、「疲れと胃腸不

調」や「冷えて眠れない」などの「複合症状」の解決を訴求しま

した。第４四半期には販売促進の強化期を設け、新たなテーマとし

て「冷えと代謝」を訴求しました。また、提供番組へのテレビ広告、

テレビスポット広告、新聞広告、交通広告、ラジオ広告、雑誌との

タイアップ広告等の各種広告に合わせて、店頭露出を拡大すること

を目的に什器導入を積極的に行うなど、クロスメディアを効率的に

展開し、更に話題を喚起するためのウェブキャンペーン等を実施し

たものの、暖冬の影響もあり、国内における「養命酒」の売上高は

10,591百万円（前年同期比6.5％減）となりました。

「養命酒」の知名度と購買意欲の向上を目指し、主要輸出先（台

湾・香港・マレーシア・シンガポール）の市場環境に即した販売促

進活動を実施しました。春節等の季節毎の商戦期において、店頭販

売促進活動や、テレビ、ラジオ、雑誌、ウェブ広告、キャンペーン

等を実施し、海外における「養命酒」の売上高は496百万円（前年

同期比0.7％増）となりました。

養命酒関連事業

売上高 12,459百万円（前年同期比 3.4％減 ⬇）

内訳　養　命　酒　11,087百万円（前年同期比 6.2％減 ⬇）

　　　その他商品・サービス　1,371百万円（前年同期比 26.5％増 ⬆）

◆ 養命酒（国内）

◆ 養命酒（海外）

【養命酒の状況】

3

セグメント別の状況
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　ハーブワイン「HER HERBS」シリーズの発売、「フルーツとハ

ーブのお酒」の商品パッケージのリニューアルと新たなフレーバー

商品の投入に取り組み、展示・商談会への出展等により取扱小売店

が増加しました。店頭での試飲会や季節毎の記念日企画等取扱小売

店と連携した販売促進活動や雑誌広告、ウェブ広告、キャンペーン

の実施により、売上高は383百万円（前年同期比14.0％増）とな

りました。

「食べる前のうるる酢ビューティー」の販売を関東１都６県から全

国に拡大し、スーパーマーケット店頭での試飲会、ウェブ広告、雑

誌広告、新聞折込み広告、サンプリング、通信販売の強化等を実施

したことに加えて、新たなフレーバー商品を追加し、売上高は282

百万円（前年同期比64.8％増）となりました。

「くらすわ」は来店客数の増加

により物販とレストランが堅調で

あったことに加えて、販売チャネ

ルの拡大による卸売等が伸長し、

売上高は「養命酒健康の森」の売

上を合算し、601百万円（前年同

期比25.4％増）となりました。
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その他（太陽光発電、不動産賃貸）

売上高 244百万円（前年同期比 1.4％減 ⬇）

◆ 酒類

◆ エイジングケア商品

◆ くらすわ・養命酒健康の森

【その他商品・サービスの状況】

主要商品・サービス
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健康セミナー開催

　関東にお住いの『養命酒だより（養命酒のご愛飲家様向

け会報誌）』の読者様を抽選でご招待した健康セミナー「落

語の会」。

　講師には、平成27年10月に真打昇進された落語家立川

らく朝さんをお迎えしました。

　現役の医師でもあるという異色のご経歴から、健康を題

材としたオリジナル落語を披露いただき、会場は大きな笑

いに包まれました。

養命酒健康の森10周年
100万人ご来場達成

「養命酒」のふるさと、駒ヶ根工場に開設した『養命酒

健康の森』が平成17年11月6日のオープンから10周年の

節目を迎えました。また、平成28年5月11日にはオープ

ンから100万人のご来場を達成しました。

　工場見学のお客様や地域の皆様が構内の豊かな自然を

楽しみ、心身共にリフレッシュしていただけることを目指

し、今後も「見て・触って・体験して」楽しむことができ

る施設として充実を図ってまいります。

台湾に駐在員事務所を開設

　平成2年から「養命酒」を、近年では「フルーツとハーブのお酒」等を台湾へ輸出してい

ます。

　現在当社では、海外事業の取組みにおいて台湾を重点市場と位置づけております。平成

28年4月に台湾市場の深耕を目的に輸入販売店との連携の強化、市場調査等の活動の拠点

として駐在員事務所を開設しました。

事務所の入居するオフィスビル

100万人目のお客様

5
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養命水、熊本地震被災地へ提供

　熊本地震の被災地支援として、長野県の県合同災害支援チーム「チームな

がの」の活動で、駒ヶ根市から熊本市へ救援物資が送られました。この活動

の中で、当社は駒ヶ根市に「養命水500ml」1万本を提供しました。

　また、熊本県高森町と災害時の相互応援協定を結ぶ長野県下伊那郡高森町

にも1万本を提供しました。

第50回スーパーマーケット・トレードショー2016出展

　スーパーマーケットを中心とする流通業界に最新情報を発信する

展示商談会「スーパーマーケット・トレードショー」に出展しました。

「フルーツとハーブのお酒」や「食べる前のうるる酢」の新フレー

バー商品、「琥珀生姜酒」などの新商品をお披露目しました。

　当社の生薬やハーブの知見を活かした新商品の数々、皆様のお近

くのスーパーマーケットで見かけましたら、ご愛顧いただければ幸

いです。

日本ガラスびん協会特別賞受賞

　日本ガラスびん協会が主催する「第12回ガラスびんア

ワード」において、「養命酒」が日本ガラスびん協会特別

賞を受賞いたしました。「養命酒は400年以上の歴史を持

ち日本を代表する薬酒として、揺るぎない地位を確立さ

れました。大正14年（1925年）からはガラスびん入り

商品として全国で販売を開始され、仕込み甕をモチーフに

したボトルで、今でも多くの方々に愛され続けています。」

と評価されました。

「養命酒」の仕込み

水として使われてい

る「養命水」は極軟

水で、常温で飲みや

すく、赤ちゃんのミ

ルクにも最適です。

2 0 1 5
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● 「ソースかつ丼」は信州伊那谷にある駒ヶ根

の名物です。ご飯に千切りキャベツを敷き、

ソースをくぐらせたカツをのせます。

● 食品添加物のカラメル色素・増粘剤・化学

調味料・甘味料を加えていません。

● 「ソースかつ丼」本場の味をぜひお楽しみく

ださい。

ソースかつ丼 旨味ソース
自然な甘みと独特の旨味が特徴の、

駒ヶ根ソースかつ丼会で認定されたソース

　「琥珀（こはく）生姜酒」は3種の生姜（生の生姜、

蒸し生姜、乾燥生姜）とイチョウ葉やベニバナなど

12種類のハーブを配合した健康のお酒です。

　生姜といえばからだを温めることで有名ですが、

加工方法により特長が異なります。「生の生姜」は

香りが豊かで、その「生の生姜」を蒸したり乾燥さ

せることで辛み成分のショウガオールが増加すると

言われています。

　当社が長年培ってきた薬酒造りの技術と東洋の健

康思想である「バランスを整える」考え方に基づい

て開発した商品です。

　味わいよく生姜を楽しむためにまろやかな黒糖蜜

をブレンドしており、生姜の風味を残しながら、や

さしい口当たりに仕上げています。

　夏はソーダ割りで生姜の風味を楽しむ飲み方がお

すすめです。

「琥珀生姜酒」リキュール、アルコール分14%
希望小売価格　200ml（税別400円）、700ml（税別1,330円）

販売価格：800円（税別）
＜内容量＞350g

キリッとドライな
「ソーダ割り」

巡り実感
「お湯割り」でぽかぽか

 「Yomeishuオンラインショップ」で

は、その他にも当社商品を取りそろえ

ております。是非ご利用ください。

　http://www.yomeishu-online.jp/

7

生姜＋12種類のハーブを配合  「琥珀生姜酒」新発売

Yomeishuオンラインショップのおすすめ商品
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前事業年度
（平成26年4月1日から平成27年3月31日まで）

当事業年度
（平成27年4月1日から平成28年3月31日まで）

売上高
13,149

営業利益
2,297 291

527

15

12

経常利益
2,595 営業外収益

特別利益
特別損失

営業外費用当期純利益
1,857

売上高
12,703

営業利益
1,836

経常利益
2,112

当期純利益
1,769

税引前
当期純利益

2,627

（単位：百万円） 売上原価 4,152
販売費及び一般管理費 6,714 税金費用 858

POINT
3

POINT
1

売上高
「養命酒」の売上が前年同期を下回り、「その他商品・サービス」
の売上は前年同期を上回ったものの、売上高は12,703百万円（前
年同期比3.4％減）となりました。

POINT
1 営業利益／経常利益

「養命酒」の売上減少により、営業利益は1,836百万円
（前年同期比20.1％減）、経常利益は2,112百万円（前
年同期比18.6％減）となりました。

POINT
2

POINT
2

POINT
2

損益計算書の概要

当期純利益
社有地売却に伴う固定資産売却益527百万円
を特別利益に計上し、1,769百万円（前年同
期比4.7％減）となりました。

POINT
3

前事業年度
（平成27年3月31日）

当事業年度
（平成28年3月31日）

有形
固定資産
6,258

無形
固定資産

23

投資
その他の資産

25,716

有形
固定資産
6,475

無形
固定資産
99

投資
その他の資産
24,997

42,658 42,849

流動資産
10,659

固定資産
31,571

固定資産
31,998

（単位：百万円）

前事業年度
（平成27年3月31日）

当事業年度
（平成28年3月31日）

流動負債
2,647

固定負債
3,332

株主資本
31,686

評価・換算
差額等
4,992

流動負債
2,303

固定負債
3,168

株主資本
32,904

評価・換算
差額等
4,473

42,658 42,849
負債
5,979

負債
5,471

純資産
37,378

純資産
36,678

（単位：百万円）
POINT
4

資産
主に投資有価証券及び関係会社株式に含
まれる保有株式が時価評価の低下等により
841百万円減少した一方で、現金及び預
金が310百万円、たな卸資産が277百万
円、有形固定資産が216百万円、長期預
金が200百万円それぞれ増加したことによ
り、前事業年度末に比べ191百万円増加
し、42,849百万円となりました。

POINT
4

純資産
主に当期純利益1,769百万円の計上及び
配当金548百万円の支払による利益剰余
金1,221百万円の増加、その他有価証券
評価差額金518百万円の減少により、前
事業年度末に比べ699百万円増加し、
37,378百万円となりました。

POINT
6

負債
主に未払消費税等が267百万円、保有株
式の時価評価の低下等により繰延税金負
債が269百万円それぞれ減少したことによ
り、前事業年度末に比べ508百万円減少
し、5,471百万円となりました。

POINT
5

POINT
6

POINT
5

貸借対照表の概要

流動資産
11,278

資産合計 資産合計 負債・純資産
合計

負債・純資産
合計

8
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社 名 養命酒製造株式会社
YOMEISHU SEIZO CO., LTD.

本店所在地
〒150-8563
東京都渋谷区南平台町16番25号
電話　03-3462-8111　FAX　03-3462-8340
URL http://www.yomeishu.co.jp/

事 業 所 大阪支店、駒ヶ根工場、商品開発センター
商業施設くらすわ、鶴ヶ島太陽光発電所

設 立 大正12年（1923年）６月20日

資 本 金 16億5,000万円 

上 場 東証市場第１部、名証市場第１部

事 業 内 容

養命酒、酒類及び医薬品等の製造・販売
飲食店及び売店の経営
不動産の賃貸
自然エネルギー等による発電事業及び電気の
供給、販売等に関する業務

事 業 年 度 毎年４月１日から翌年３月31日まで 

従 業 員 数 268名（平成28年３月31日現在）

（平成28年６月29日現在）（平成28年６月29日現在）

役　員

代表取締役会長 川 村 昌 平
代表取締役社長 塩 澤 太 朗
専務取締役執行役員 田 中 英 雄
常務取締役執行役員 吉 松 敬 雄
常務取締役執行役員 神 林 　 敬
取締役執行役員 大 森 　 勉
取締役執行役員 清 水 政 明
取締役執行役員 丸 山 明 彦
取締役執行役員 宮 下 克 彦
取締役執行役員 斉 藤 　 隆
取 締 役※１ 白 井 汪 芳
常 勤 監 査 役 宮 下 久 宜
常 勤 監 査 役※２ 井 川 　 明
監 査 役※２ 笠 原 　 孟
監 査 役※２ 鈴 木 茂 夫

※1　社外取締役であります。
※2　社外監査役であります。

1,140

△551

△1,276

現金及び
現金同等物の
期首残高

営業活動による
キャッシュ・フロー

3,626 2,938

（単位：百万円）

キャッシュ・フロー計算書の概要
当事業年度

（平成27年4月1日から平成28年3月31日まで）

投資活動による
キャッシュ・フロー

現金及び現金同等物の
期末残高

財務活動による
キャッシュ・フロー

POINT
7

キャッシュ・フロー
営業活動の結果増加した資金は、1,140百万円（前年同期
比46.6％減）となりました。これは主に税引前当期純利益
2,627百万円、減価償却費521百万円等の増加要因と、固
定資産売却益527百万円、たな卸資産の増加額277百万
円、未払消費税等の減少額267百万円、法人税等の支払
額961百万円等の減少要因によるものであります。

投資活動の結果減少した資金は、1,276百万円（前年同期
比275.1％増）となりました。これは主に有形固定資産の売
却による収入597百万円により増加した一方で、定期預金の
純増による支出998百万円、有形固定資産の取得による支
出822百万円により減少したことによるものであります。

財務活動の結果減少した資金は、551百万円（前年同期比
11.8％増）となりました。これは主に配当金の支払額549百
万円によるものであります。

当事業年度末における現金及び現金同等物は、前事業年度
末に比べ688百万円減少し、2,938百万円となりました。

POINT
7

9
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■ 上位10名の株主（平成28年３月31日現在）
株　主　名 持株数

大正製薬ホールディングス株式会社 3,300千株

三菱UFJ信託銀行株式会社 675

株式会社八十二銀行 650

トーア再保険株式会社 548

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口） 459

大同生命保険株式会社 301

株式会社三井住友銀行 264

藤澤玄雄 225

キッコーマン株式会社 221

株式会社十八銀行 211

（注）  当社は、自己株式を2,740千株保有しておりますが、上記上位
10名の株主からは除外しております。

■ 株式の状況（平成28年３月31日現在）
発行可能株式総数 66,000,000株

発行済株式の総数 16,500,000株

株主数 3,063名

（注）  平成27年６月26日開催の第97回定時株主総会決議により、平成
27年10月１日付で普通株式２株を１株とする株式併合を実施し
ました。これにより、発行可能株式総数は66,000,000株減少し、
66,000,000株となっており、発行済株式総数は16,500,000株
減少し、16,500,000株となっております。

その他の
法人
33.9%

個人・その他
22.4%

金融機関
24.5%

自己株式
16.6%

金融商品取引業者・外国人等
2.6％

■ 所有者別株式分布状況（平成28年３月31日現在）

■ 株主メモ
証 券 コ ー ド 2540

一単元の株式数 100株
※平成27年10月１日に100株に変更しました。

事 業 年 度 毎年４月１日から翌年３月31日まで

定 時 株 主 総 会 毎年６月中

同 総 会 基 準 日 毎年３月31日

配 当 金 受 領
株 主 確 定 日 毎年３月31日

株主名簿管理人
三菱UFJ信託銀行株式会社特 別 口 座 の

口 座 管 理 機 関

同 連 絡 先
〒137-8081
東京都江東区東砂七丁目10番11号
三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部
電話　0120-232-711（通話料無料）

公 告 掲 載 方 法

電子公告により行います。
公告掲載URL
http://www.yomeishu.co.jp/
ただし、やむを得ない事由により、電子
公告によることができない場合は、日本
経済新聞に掲載します。

■ 株式に関するお手続きについて

住所・氏名など
届 出 事 項 の 変
更、配当金振込
先の指定、買取
請求その他各種
お手続き

・ 証券会社の口座に当社株式が記録さ
れている株主様

　 口座を開設されている口座管理機関
（証券会社等）で承ります。

・ 特別口座に当社株式が記録されてい
る株主様

　 左記三菱UFJ信託銀行にお問い合わ
せ願います。

未受領配当金の
お支払い

三菱UFJ信託銀行本支店でお支払いし
ます。

当社のＩＲサイトでは、株主・投資
家の皆様に向けて「企業情報」「経
営方針」「ＩＲ資料」などの情報を
掲載しています。より多くの皆様に
ご利用いただけるよう、今後も内容
の充実に努めてまいります。

http://www.yomeishu.co.jp/company/
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養命酒製造株式会社
東京都渋谷区南平台町16番25号
ＴＥＬ：03-3462-8111（代表）  ＦＡＸ：03-3462-8340

時代をこえて受け継がれ、
積み重ねてきた知恵と技術を大切にしながらも、
私たちが立ち止まることはありません。

次のすこやかさへ、一歩一歩

お客様のすこやかな日々に寄り添うために
私たちは、たゆまぬ歩みで
新しい可能性を追求し続けます。
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